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都市再生整備計画の目標及び計画期間

市町村名 地区名 面積 59.6 ha

平成 26 年度　～ 平成 28 年度 平成 26 年度　～ 平成 年度

目標

目標設定の根拠
まちづくりの経緯及び現況

課題

将来ビジョン（中長期）

目標を定量化する指標

単　位 基準年度 目標年度

％ 65% 25 28

件/年 1.1倍 23 28

人/年 1.1倍 24 28

都道府県名 静岡県 三島市 みしままちなか賑わい再生地区

計画期間 交付期間 28

年間2000万人以上の三島駅乗降客や年間３６０万人が訪れる三嶋大社の観光客を中心市街地へ誘導し、「訪れたい、歩きたい、住みたいまち」の形成を図るため、三島市の自然的・歴史的・文化的な資産を活用した、個性的で魅力あふれる快適空間
の整備を実施し、中心市街地の再生につなげていく。

〇本地区は、古くは東海道の宿場町として、また、三嶋大社の門前町として栄えた歴史があり、これら地域が現在の中心市街地を形成してきたが、平成７年に郊外型大型店舗が進出し、小売店に大きな打撃を与えただけでなく、平成９年には核となる大
型デパートが倒産し、中心市街地の空洞化が進むとともに、後継者不足や消費者ニーズの多様化など様々な問題が重なり、これらが衰退に拍車をかけてきた。
〇歴史・文化・水辺や緑といった本市特有のアメニティ資源を活かした「街中がせせらぎ事業」を平成13年度から17年度にかけて実施しており、これらの成果が認められて、平成17年度には都市景観大賞「美しいまちなみ大賞」や第14回地球環境大賞
「優秀環境自治大賞」、国土交通大臣表彰「手づくり郷土賞」など数々の賞を受賞した。
〇新幹線の乗降口である三島駅北口では、平成16年度から交通結節点事業により駅前広場の拡張整備を行い、さらに都市計画道路などの都市基盤整備や民間による市街地再開発により、新幹線駅に相応しい市街地の形成が進んでいる。
〇平成16年度からの第１期計画では、快適な歩行空間の確保や公園の繋がりの強化により、市内の回遊性を高めることを目標に実施しており、評価委員会からは一定の評価を得ることができているが、楽寿園の施設や白滝公園の整備により地域資
源の活用と連携を図ることが課題とされたため、これらを踏まえて平成23年度から第２期計画を実施してきた。
〇平成23年度から３ヶ年かけて実施した第２期計画でも効果的な事業が実施できたが、さらに中心市街地へ来街者を誘導させるため、第１期及び第２期計画では整備できなかった回遊ルートの修景整備を行う。
〇せせらぎ事業や都市再生整備計画等による当市特有の資源を活かした回遊ルートの整備等により、散策者等を中心市街地へ誘導することができ、まちなかの賑わいを取り戻しつつある。
〇現在、本市が取り組んでいる「スマートウェルネスみしま」や「ガーデンシティみしま」構想の一環として、歩きやすく、歩いて楽しいまちづくりを推進し、商店街振興や観光振興へ繋げていく。

62.1%

〇快適空間や回遊ルートの整備により中心市街地に散策者の姿が見られるようになったが、中心市街地の賑わいを取り戻すためには、年間2,000万人以上の三島駅乗降客や年間360万人が訪れる三嶋大社の観光客をさらに中心市街地へ誘導していく
必要がある。
〇三島駅南口駅前にある楽寿園の魅力を強化し、三島駅乗降客の誘客を図る。
〇まちなかに残されている湧水や水辺の緑などの自然的資源をさらに活用した回遊ルートの整備により、散策者の誘導を図る。

○第４次三島市総合計画（Ｈ２３～３２）
　 　魅力あるにぎわいのまちづくり。水と緑を大切にした環境にやさしいまちづくり。便利で快適なまちづくり。
 ○三島市第２次都市計画マスタープラン（Ｈ２３～３２）
 　交通結節点としての機能充実。個性を活かしたまちづくり。観光の活性化。災害に強い都市基盤の整備。中心市街地の活性化。 高齢社会に対応した社会資本の整備とバリアフリーの推進。
 ○三島市中心市街地活性化基本計画（平成２３年度策定）
　　交流と回遊によるにぎわいあるまちの実現。「ガーデンシティみしま」「スマートウェルネスシティみしま」の推進。

指　　標 定　　義 目標と指標及び目標値の関連性 従前値 目標値

「歩いて楽しいまち」：事業後の満足率が

観光交流客数 三島市における観光交流客数の比較 4,444,949

65%

市内観光案内件数 総合観光案内所における市内案内件数の比較 18,065 19,872

満足率(快適性） 事業後の市民意識の満足率

4,889,443

平成23年度の市内観光案内件数の

平成24年度の市内観光交流客数の



都市再生整備計画の整備方針等

計画区域の整備方針

その他
○「街中がせせらぎ事業」について
本整備計画において設定した区域には、楽寿園小浜池・白滝公園及び菰池公園など数箇所の湧水地からの湧き水による水路が発達している。近年湧水量の減少が問題視されてから、「グラウンドワーク三島」や「三島ゆうすい会」に代表されるＮＰＯ団体等
が湧水の復活や水辺の環境整備をテーマに活発に活動しており、湧き水に対する市民意識が大変高い。
「街中がせせらぎ事業」は、この恵まれた水辺環境に歩行者の回遊できるルートを整備することにより、多くの来訪者に三島の良さを知っていただくとともに、中心市街地に活力を与え再生につなげるため、平成13年度から事業に着手し、平成17年度に重点
整備が終了した。
この事業は、市民が提唱し、市民主導で企画されたもので、この構想の実現に向け市が調整した計画を市民・企業・まちづくり団体・行政が役割分担し、お互いに確認しあって協働（コラボレーション）で実現してきた。
三島商工会議所と三島市が協働し、せせらぎ回遊ルートの散策者等を対象とした休憩所を兼ねた、案内や簡単な飲食や特産物の販売を行うソフト事業（一服処）を展開してきたが、現在は当初の目的であるおもてなしの定着が達成されたため、商工会議所
と三島市の協働事業から民間（NPO法人）が事業を継承している。
　
○公共施設管理に関する住民参加について
「街中がせせらぎ事業」で整備した、三島駅南口広場において、市民ボランティアが「南口広場の里親」として登録され（平成16年4月現在３１団体及び個人）、広場の清掃作業にあたり、市民の意識向上に一役買っている。

○「スマートウェルネスみしま」構想について
スマートウェルネスシティ構想とは、個々人が健康かつ生きがいを持ち、安心安全で豊かな生活を営むことができることを「ウェルネス＝健幸」と定義し、これをまちづくりの中核に位置付けた取り組みを推進することで、市民が健康で豊かになれる新しい都市
モデルを構築しようとする考え方です。
「スマートウェルネスみしま」構想では、「歩いて暮らせるまちづくり」や「活力・にぎわいづくり」を施策の一つとして、歩きやすい道路整備や地産池消の促進等により、地域活性化・産業振興に繋げていくものです。

○「ガーデンシティみしま」構想について
「ガーデンシティみしま」構想とは当市特有の資産である、水と緑、文化と歴史、富士山の景観などに「花」という癒しの彩を添えることで、三島の魅力を高め、観光振興や商業振興及び地域の活性化に繋げていくという考え方です。
この施策の一環として、散策が楽しくなるようなまちづくりや花や緑を随所に配置して客が見て楽しめるまちづくりの創出に努めていきます。

方針に合致する主要な事業
〇三島駅南口には、楽寿園に代表される富士山の溶岩や湧水等の特色ある自然が多く残されている。この自然的資源を保全・活用し、街なかの魅力を高
めて散策者や観光客を増加させることを目的とするため、駅前の自然的資産が多く残された土地を取得し、公園整備を行う。
〇楽寿園正門の正面に位置する白滝公園について、都市再生整備計画の第１期及び第２期で公園の拡張を行ったが、更なる散策者の誘導を目的として、
水辺の整備を行い、公園機能の強化を図る。これにより、楽寿園や主要地方道三島停車場線と一体的な整備が完了し、回遊ルートが形成される。

■基幹事業
・公園事業：街の森保全公園
・公園事業：白滝公園
○関連事業
・三島フードフェスティバル
・みしま花のまちフェア

〇三島駅、楽寿園及び三嶋大社から観光客等を中心市街地へ誘導するため、楽寿園から中心市街地を結ぶ蓮沼川の修景整備や三島駅や三嶋大社、中
心市街地を結ぶ主要地方道三島停車場線に付加価値の高い歩道の整備を行い、快適な都市空間を形成し、歩きたい街並みの形成に繋げていく。

□提案事業
・地域創造支援事業：蓮沼川整備事業
○関連事業
・(主)三島停車場線修景整備事業
・誘客セールス事業



様式３　目標を達成するために必要な交付対象事業等に関する事項　

（金額の単位は百万円）
基幹事業

（参考）全体 交付期間内 交付対象 費用便益比
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費 Ｂ／Ｃ

道路

道路

道路

道路

公園 三島市 直 2,907㎡ 平成26年度 平成27年度 平成26年度 平成27年度 143 143 143 143

公園 三島市 直 4,128㎡ 平成26年度 平成26年度 平成26年度 平成26年度 9 9 9 9

古都保存・緑地保全等事業

河川

下水道

駐車場有効利用システム

地域生活基盤施設

高質空間形成施設

高次都市施設

中心拠点誘導施設

生活拠点誘導施設

高齢者交流拠点誘導施設

既存建造物活用事業（高次都市施設）

土地区画整理事業

市街地再開発事業

住宅街区整備事業

バリアフリー環境整備事業

優良建築物等整備事業

拠点開発型

沿道等整備型

密集住宅市街地整備型

耐震改修促進型

街なみ環境整備事業

住宅地区改良事業等

都心共同住宅供給事業

公営住宅等整備

都市再生住宅等整備

防災街区整備事業

合計 152 152 152 0 152 …A

提案事業（継続地区の場合のみ記載）

（参考）全体 交付期間内 交付対象
開始年度 終了年度 開始年度 終了年度 事業費 事業費 うち官負担分 うち民負担分 事業費

三島市 直 260m 平成27年度 平成28年度 平成27年度 平成28年度 38 38 38 38

三島市 直 - 平成28年度 平成28年度 平成28年度 平成28年度 3 3 3 3

合計 40 40 40 0 40 …B

合計(A+B) 192
（参考）関連事業

直轄 補助 地方単独 民間 開始年度 終了年度
静岡県 国交省 940m ○ 平成22年度 平成27年度 83

三島市 - - 平成22年度 平成28年度 7

三島市 - - 平成24年度 平成28年度 15

三島市 - - 平静25年度 平成28年度 12

合計 117

連携生活拠点誘導施設

交付対象事業費 192 交付限度額

細項目
事業 事業主体

76.8 国費率 0.4

街の森保全公園

交付期間内事業期間
事業箇所名 直／間 規模

（参考）事業期間

白滝公園

事業 事業箇所名 事業主体 直／間

住宅市街地
総合整備
事業

規模
（参考）事業期間 交付期間内事業期間

細項目

地域創造
支援事業

蓮沼川整備事業 三島市泉町

事業 事業箇所名 事業主体 所管省庁名 規模

事業活用調
査

事業効果分析調査 -

まちづくり活
動推進事業

（いずれかに○） 事業期間
全体事業費

（主）三島停車場線歩道修景事業 三島市芝本町

三島フードフェスティバル 三島市（中心市街地）

誘客セールス事業 三島市（中心市街地）

みしま花のまちフェア 三島市（中心市街地）

統合したB／Cを記入してください



満足率（快適性） （指数） 62.1 （H２５年度） → 65 （H２８年度）

市内観光案内件数 （件/年） 18,065 （H２３年度） → 19,872 （H２８年度）

観光交流客数 （人/年） 4,444,949 （H２４年度） → 4,889,443 （H２８年度）

みしままちなか賑
にぎ

わい再生
さいせい

地区
ちく

（静岡県三島市
みしまし

）　整備方針概要図

目標

年間2000万人以上の三島駅乗降客や年間３６０万人が訪れる三嶋大社の観光客を中心市街地へ誘導し、

「訪れたい、歩きたい、住みたいまち」の形成を図るため、三島市の自然的・歴史的・文化的な資産を活用し

た、個性的で魅力あふれる快適空間の整備を実施し、中心市街地の再生につなげていく。

代表的な

指標

【図面作成上の留意点】

基幹事業

提案事業

関連事業

凡 例

■基幹事業：公園
白滝公園

〇関連事業：（主）三島停車場線修景整備事業
□地域創造支援事業：蓮沼川整備事業

〇関連事業：三島フードフェスティバル 〇関連事業：みしま花のまちフェア

□事業活用事業：事業効果分析調査

市立公園

楽寿園

伊豆箱根鉄道
三島広小路駅

三嶋大社

JR三島駅
伊豆箱根鉄道三島駅

■基幹事業：公園
街の森保全公園

〇関連事業：誘客セールス事業


